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バーチャル・リアリティー
（仮想現実）で思い出の場所へ

連載 第30回

　「死ぬ前に一度，思い出のあの場所に行って

みたい」と思う人は少なくないと思います。

今回紹介するのは，最新のバーチャル・リア

リティー（仮想現実）・テクノロジーでこん

な夢をかなえることができたという日本初の

研究です。

　バーチャル・リアリティーのゴーグルとフ

リーのソフトウエアであるGoogle Earth VR®

を使って，１人の患者当たり30分程度のバー

チャル・リアリティーのセッションが行われ

ました（写真）。

　研究は，兵庫県の市立芦屋病院と大阪府の

ガラシア病院の緩和ケア病棟に入院中の患者

20人を対象に行われました。対象となった患

者の90％がECOG PS３以上で平均年齢は72

歳でした。

　原則として患者自身が機器を操作しました

が，必要時は医療者が介助しています。対象

となった患者は，自宅や故郷，思い出の地，旅

行先などそれぞれ自分が望む場所へのバーチャ

ル・リアリティー旅行を楽しみました。映像評

価には０－10のNRSであるESAS（Edmonton 

Symptom Assessment System）日本語版な

どが用いられました。

　バーチャル・リアリティー旅行の前後での

ESASなどの点数の変化を表に示します。ESAS

による評価では，多くの変数が良い方向に有

意に変化し，最も効果量が大きかったものは

「気分の落ち込み」「全般的な調子」「不安」で

した。痛みやだるさなどの身体症状も良い方

向に有意に変化しました。そのほか，情緒的

反応として楽しみ，幸せなどの項目も大きな

変化が見られました。一方，めまいや頭痛な

どの有害事象の増加は見られませんでした。

《写真》バーチャル・リアリティーの機器を着けた患者と思い出の場所
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当初の期待と満足度を比較した

スコアも有意な変化を示しまし

た。

　本論文や報告されたインター

ネット上の記事などを見ると，

通常のインターネットでのマッ

プ検索と同様に，Google Earth

へ地名や場所の名前などを入力

することによって，360度の画

像が楽しめるようです。また，

家族が自宅や観光地などで作成

した画像を見ることもできるよ

うです。ゴーグル型の装置は

500ｇ程度で，体力が落ちて首

を動かすこともつらい患者には

負担であることなど若干の注意

点はあるそうです。

　本研究はかなり前から話題になっており，

2019年度の日本緩和医療学会でも最優秀演題

賞を受賞しました。インターネットで「バー

チャル・リアリティー　緩和ケア」と検索す

ると，より具体的な記事が出てきますので，

ぜひご覧になられることをお勧めします。

バーテャル・リアリティーや人工知能など新

しいテクノロジーがどんどん臨床に応用されつ

つありますが，既存の技術やデータでもアイデ

ア次第で患者・家族に対して貢献できる素晴

らしい研究だと感じました。今回はESASの

得点で評価していますが，数字には表れない

効果もたくさんあっただろうと思います。
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《表》有効率（NRSで１ポイント以上低下した割合）の比較
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